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令和５年４月

　連
隊
は
、
令
和
５
年
３
月
１３
日（
月
）に
第
３０
代
第
４１
普

通
科
連
隊
長
兼
第
３３
代
別
府
駐
屯
地
司
令 

１
等
陸
佐 

小

林
直
基
を
迎
え
、
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。
副
連
隊
長
以

下
の
隊
員
が
整
列
す
る
中
、
第
４
師
団
長 

陸
将 

腰
塚
浩

貴
か
ら
紹
介
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
着
任
式
で
は
隊
員
に
対

し
連
隊
長
と
し
て
統
率
方
針
「
任
務
完
遂
」
を
、
要
望
事
項

と
し
て
「
即
応
態
勢
の
確
立
」
と
「
融
和
団
結
」
の
２
点
を

始
め
、駐
屯
地
司
令
と
し
て
「
地
域
と
と
も
に
」
を
掲
げ
「
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
あ
る
第
４１
普
通
科
連
隊
及
び
別
府
駐
屯

地
に
お
い
て
部
隊
を
統
率
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
と

も
に
そ
の
重
責
を
自
覚
し

た
次
第
で
あ
る
。
活
気
に

満
ち
溢
れ
た
諸
官
ら
を
前
に
連

隊
長
及
び
駐
屯
地
司
令
と
し
て

連
隊
及
び
駐
屯
地
の
「
任
務
完

遂
」
の
た
め
、
的
確
な
指
揮
・
統

御
及
び
適
切
な
管
理
に
尽
力
す

る
決
意
を
新
た
に
し
た
。
歴
代

の
連
隊
長
・
駐
屯
地
司
令
等
の

方
々
が
築
き
上
げ
ら
れ
た
伝
統

と
歴
史
の
上
に
、
任
務
完
遂
に

向
け
て
全
身
全
霊
を
も
っ
て
部

隊
統
率
し
、
常
に
諸
官
ら
の
先

頭
に
立
ち
、
進
ん
で
難
局
に
当

た
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
」
と

着
任
の
辞
を
述
べ
た
。

　着
任
式
終
了
後
に
は
状
況
報

告
を
受
け
駐
屯
地
内
の
各
部
隊

や
施
設
を
巡
視
し
た
。
新
連
隊

長
を
迎
え
た
第
４１
普
通
科
連
隊

は
、
１
等
陸
佐  

小
林
直
基
を
核

心
と
し
て
「
任
務
完
遂
」
の
た

め
邁
進
し
て
い
く
。

　連
隊
は
令
和
５
年
３
月
１０
日（
金
）に

第
２９
代
第
４１
普
通
科
連
隊
長
兼
第
３２
代

別
府
駐
屯
地
司
令  

中
村
英
昭  

１
等

陸
佐
の
離
任
式
を
実
施
し
た
。
在
任
期

間
中
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て
「
駐
屯
地

一
丸
」「
地
域
と
の
一
体
化
」
を
、
連

隊
長
と
し
て
統
率
方
針
に「
任
務
完
遂
」

を
、
要
望
事
項
に
「
責
任
を
果
た
せ
」

を
掲
げ
て
駐
屯
地
の
発
展
、
部
隊
の
精

強
化
に
尽
力
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
中
で
あ
っ
た
が
「
別
府
大
分
毎
日

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
や
「
別
府
八
湯
温
泉

ま
つ
り
」
等
の
様
々
な
部
外
行
事
に
積

極
的
に
参
加
・
協
力
し
部
隊
と
国
民
の

交
流
を
深
め
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
や

信
頼
感
の
獲
得
に
貢
献
し
た
。
ま
た
部

隊
に
お
い
て
は
戦
闘
戦
技
訓
練
を
重
視

し
、
小
部
隊
訓
練
や
機
関
銃
集
合
教
育

等
を
実
施
し
部
隊
の
練
度
向
上
に
努
め

た
。
令
和
５
年
３
月
７
日（
水
）に
は
長

野
別
府
市
長
よ
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
別
府
大

使
を
委
託
さ
れ
た
。

　大
分
県
出
身
で
あ
っ
た
中
村
英
昭 

１
等
陸
佐
は
約
３
年
間
の
勤
務
を
終
え

北
海
道
の
北
千
歳
駐
屯
地
教
育
訓
練
研

究
本
部  

訓
練
評
価
支
援
隊
に
ご
栄
転

と
な
っ
た
。

１
等
陸
佐 
小
林
直
基 

着
任

第
三
十
代
第
四
十
一
普
通
科
連
隊
長  

兼

第
三
十
三
代
別
府
駐
屯
地
司
令

中
村
１
佐
ご
栄
転
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平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

小
隊
戦
闘
射
撃
競
技
会

　連
隊
は
令
和
５
年
２
月
１５
日（
水
）及
び
１６

日（
木
）に
小
隊
戦
闘
射
撃
競
技
会
を
実
施
し

た
。
本
競
技
会
は
小
隊
の
戦
闘
射
撃
能
力
の

向
上
は
当
然
な
が
ら
、
各
級
指
揮
官
の
射
撃

指
揮
能
力
の
向
上
も
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。　小

隊
長
に
よ
る
命
令
下
達
が
行
わ
れ
た
後

に
状
況
が
開
始
さ
れ
、
各
隊
員
は
障
害
物
等

に
身
を
隠
し
な
が
ら
監
視
を
行
い
、
的
が
現

出
さ
れ
る
と
速
や
か
な
射
撃
を
行
っ
た
。
絶

え
間
な
い
射
撃
と
前
進
を
繰
り
返
し
、
目
標

地
点
に
到
達
し
突
撃
し
て
状
況
は
終
了
し

た
。　様

々
な
状
況

が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
中
、
各
小

隊
は
一
丸
と
な

り
対
応
力
を
も

っ
て
任
務
を
完

遂
し
、
そ
の
中

で
も
的
へ
の
命

中
率
の
高
か
っ

た
第
２
中
隊
が

優
勝
を
勝
ち
取

っ
た
。小

部
隊
対
抗
訓
練

　連
隊
は
令
和
５
年
２
月
２０
日（
月
）か
ら
２２
日

（
水
）ま
で
の
間
、小
部
隊
対
抗
訓
練
を
行
な
っ
た
。

　本
訓
練
は
重
要
防
護
施
設
防
護
に
お
け
る
第

一
線
防
護
小
隊
の
行
動
及
び
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン

ド
ゥ
の
捜
索
・
撃
滅
を
演
練
し
、
小
隊
長
及
び

分
隊
長
の
状
況
判
断
能
力
及
び
小
部
隊
の
近
接

戦
闘
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
っ
た
。
隊
員
は
、
敵
を
発
見
す
る
と
部
隊
内

で
の
情
報
共

有
を
行
い
、

敵
の
監
視
を

続
け
る
隊
員

と
捜
索
・
撃

破
を
行
う
隊
員
で
相
互
連
携
し
先
制
的
な
火

力
を
発
揮
し
て
重
要
防
護
施
設
の
破
壊
を
阻

止
し
状
況
は
終
了
し
た
。

　令
和
４
年
度
は
様
々
な
状
況
下
で
小
部
隊

訓
練
を
実
施
し
、
隊
員
各
個
に
至
る
ま
で
近

接
戦
闘
・
状
況
判
断
能
力
の
向
上
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
、
訓
練
の
目
的
は
達
成
さ
れ
た
。

総
合
戦
闘
射
撃

　連
隊
は
令
和
５
年
３
月
１６
日（
木
）及
び
１７
日（
金
）に
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
令
和
４

年
度
総
合
戦
闘
射
撃
を
行
っ
た
。

　本
訓
練
は
各
級
指
揮
官
の
射
撃
指
揮
、
諸
職
種
部
隊
間
の
火
力
調
整
、
機
動
と
射
撃
の
連

携
を
演
練
し
、
諸
職
種
部
隊
の
総
合
さ
れ
た
火
力
発
揮
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。
ま
た
重
迫
撃
砲
中
隊
の
実
射
訓
練
検
閲
も
兼
ね
て
お
り
、
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
・

判
定
し
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促
す
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
た
。
訓
練
は
無
線
を
用
い
て
緻
密
に

連
携
を
図
り
、
特
科
・
砲
迫
の
攻
撃
準
備
射
撃
か
ら
始
ま
り
、
小
銃
小
隊
は
第
一
線
陣
地
に

お
け
る
攻
撃
を
、
対
戦
車
小
隊
は
対
機
甲
戦
闘
を
一
連
の
状
況
下
で
行
っ
た
。
特
に
重
迫
撃

砲
中
隊
の
分
隊
は
轟
音
と
と
も
に
砲
弾
が
発
射
さ
れ
る
と
、
次
弾
装
填
ま
で
正
確
迅
速
に
照

準
す
る
隊
員
の
動
作
に
は
無
駄
が
な
く
、
精
錬
さ
れ
て
い
た
。

　本
訓
練
を
通
じ
、
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
任
務
を
完
遂
し
た
。
引
き
続
き
連
隊

は
更
な
る
練
度
向
上
に
努
め
て
い
く
。

第
７１
回
別
府
大
分

毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
支
援

　連
隊
は
令
和
５
年
２
月
５
日（
土
）に
第
７１
回
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
隊
員
１
１
５

名
、
車
両
２７
台
で
支
援
を
行
っ
た
。

　大
会
当
日
は
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
う
み
た
ま
ご
大
分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
水
族
館
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
及
び
学
生
達
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
昨
年
の
参
加
人
数
を
は
る
か
に
上
回
る

約
４
、０
０
０
名
分
の
荷
物
を
自
衛
隊
車
両
に
積
載
し
、
大
分
市
営
陸
上
競
技
場
へ
輸
送
を

行
っ
た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
で
は
第
４１
普
通
科
連
隊
音
楽
部
が
激
励
演
奏
を
行
い
選
手
や
観

客
者
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　こ
の
他
に
も
選
手
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
リ
ン
ク
輸
送
や
大
会
役
員
の
方
を
乗
せ
監
察
業
務
支

援
も
行
っ
た
。
連
隊
は
大
会
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
や
信
頼
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

    

転
出
者

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
２４
名
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
１０
名
）

　•
１
等
陸
尉

　椎
屋

　
　誠

　富
士
学
校
総
務
部 

（
富
士
）

　•
２
等
陸
尉

　前
田

　克
之

　第
４３
普
通
科
連
隊 

（
都
城
）

　•
２
等
陸
曹

　福
島

　義
裕

　第
３５
普
通
科
連
隊 

（
守
山
）

　•
２
等
陸
曹

　日
野

　和
彰

　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

　•
２
等
陸
曹

　林
田
宗
一
郎

　第
３５
普
通
科
連
隊 

（
守
山
）

　•
陸

士

長

　平
原

　蒼
士

　自
衛
隊
福
岡
病
院 

（
春
日
）

　•
陸

士

長

　佐
伯

　大
成

　西
部
方
面
警
務
隊 

（
福
岡
）

　•
陸

士

長

　河
村

　流
生

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　•
陸

士

長

　荒
川

　隼
人

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　•
１
等
陸
士

　岩
元

　令
旺

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　第
１
中
隊
（
４
名
）

　•
３
等
陸
曹

　古
野

　諒
人

　第
２
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

　•
３
等
陸
曹

　鶴
田

　昴
志

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　•
陸

士

長

　儀
間

　拓
海

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　•
陸

士

長

　和
佐
野

　蓮

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　
第
２
中
隊
（
４
名
）

　•
２
等
陸
曹

　栄
村

　
　豪

　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 （
宇
佐
）

　•
３
等
陸
曹

　道
下

　将
人

　訓
練
評
価
支
援
隊 

（
北
千
歳
）

　•
陸

士

長

　松
尾

　貴
心

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
陸

士

長

　中
村

　友
哉

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　第
４
中
隊
（
２
名
）

　•
３
等
陸
曹

　望
月

　健
児

　第
３９
普
通
科
連
隊 

（
弘
前
）

　•
陸

士

長

　坂
本
亜
燦
斗

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
４
名
）

　•
１
等
陸
曹

　西
村

　
　健

　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ケ
原
）

　•
３
等
陸
曹

　芝
田

　一
心

　第
５０
普
通
科
連
隊 

（
高
知
）

　•
３
等
陸
曹

　佐
藤

　
　凌

　第
２５
普
通
科
連
隊 

（
遠
軽
）

　•
陸

士

長

　甲
斐

　楓
佳

　第
１５
旅
団
司
令
部
付
隊 （
那
覇
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
尉

　松
田

　
　基

　第
１９
普
通
科
連
隊 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　赤
峯

　雄
紀

　自
衛
隊
那
覇
病
院 

（
那
覇
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　
別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
１
名
）

　•
３
等
陸
尉

　碇

　
　和
也

　
　
　第
１
２
８
地
区
警
務
隊
板
妻
派
遣
隊 

（
板
妻
）

第
４
０
４
会
計
隊
か
ら 

（
３
名
）

　•
２
等
陸
尉

　河
島

　勝
喜

　第
４
０
４
会
計
隊 

（
玖
珠
）

　•
３
等
陸
曹

　吉
髙

　友
貴

　第
４
４
４
会
計
隊 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　米
村

　大
輔

　西
部
方
面
隊
総
監
部
付
隊 （
健
軍
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
　
別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　中
村

　裕
子

　
　
　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
湯
布
院
派
遣
隊 

（
湯
布
院
）

　•
３
等
陸
曹

　平
塚

　達
也

　
　
　北
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群 

（
真
駒
内
）

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
か
ら 

（
１
名
）

　•
２
等
陸
佐

　望
月

　英
生

　小
平
学
校 

（
小
平
）     

転
入
者

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
１３
名
）

　
本
部
管
理
中
隊
（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　目
代

　武
靖

　富
士
教
導
団
本
部
付
隊 （
富
士
）

　•
３
等
陸
尉

　黒
田
誠
一
郎

　第
４
偵
察
大
隊 

（
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　中
島

　敬
三

　第
１
空
挺
団
３
普
大 （
習
志
野
）

　•
２
等
陸
曹

　井
野
上
貴
浩

　水
陸
機
動
団
偵
察
中
隊 （
相
浦
）

　第
３
中
隊
（
１
名
）

　•
陸

曹

長

　大
迫

　武
弘

　対
馬
警
備
隊 

（
対
馬
）

　第
４
中
隊
（
５
名
）

　•
１
等
陸
尉

　久
保
祐
太
郎

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

　•
２
等
陸
曹

　小
島

　孝
信

　第
１７
普
通
科
連
隊 

（
山
口
）

　•
２
等
陸
曹

　新
名

　拓
己

　訓
練
評
価
支
援
隊 

（
北
千
歳
）

　•
３
等
陸
曹

　古
峯
大
二
郎

　第
３２
普
通
科
連
隊 

（
大
宮
）

　•
３
等
陸
曹

　吉
田

　大
志

　第
５０
普
通
科
連
隊 

（
高
知
）

　重
迫
撃
砲
中
隊
（
３
名
）

　•
陸

曹

長

　河
村

　賢
一

　
　
　第
１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
野
整
備
隊 

（
木
更
津
）

　•
３
等
陸
曹

　西

　
　大
地

　普
通
科
教
導
連
隊 

（
滝
ケ
原
）

　•
３
等
陸
曹

　大
中

　祐
平

　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
４
名
）

　•
１
等
陸
尉

　平
岡

　
　稔

　第
１５
情
報
隊 

（
那
覇
）

　•
１
等
陸
曹

　宮
村

　辰
巳

　水
陸
機
動
団
特
科
大
隊 （
湯
布
院
）

　•
３
等
陸
曹

　山
口

　
　傑

　第
１５
高
射
特
科
連
隊 （
八
重
瀬
）

　•
３
等
陸
曹

　松
井

　智
史

　衛
生
学
校 

（
三
宿
）

第
４
後
方
支
援
連
隊
第
２
整
備
大
隊

第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
へ 

（
４
名
）

　•
３
等
陸
尉

　大
友

　悠
矢

　第
４
後
方
支
援
連
隊 

（
福
岡
）

　•
３
等
陸
尉

　椛
島

　翔
太

　第
４
後
方
支
援
連
隊 

（
福
岡
）

　•
１
等
陸
曹

　池
辺

　大
介

　偵
察
戦
闘
直
接
支
援
中
隊 （
福
岡
）

　•
２
等
陸
曹

　井
村

　忠
道

　大
分
地
方
協
力
本
部 

（
大
分
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
３
名
）

　•
２
等
陸
尉

　小
野

　
　誠

　第
４
０
４
会
計
隊
玖
珠
派
遣
隊（
玖
珠
）

　•
准

陸

尉

　松
田

　
　誠

　第
４
４
４
会
計
隊 

（
宮
古
島
）

　•
３
等
陸
曹

　都
留

　一
輝

　西
部
方
面
会
計
隊 

（
健
軍
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
　
別
府
派
遣
隊
へ 

（
２
名
）

　•
１
等
陸
曹

　下
川

　和
利

　
　
　第
１
３
４
地
区
警
務
隊
小
倉
派
遣
隊 

（
小
倉
）

　•
３
等
陸
曹

　雫

　
　悠
哉

　第
３
０
３
保
安
中
隊 

（
健
軍
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
　
別
府
派
遣
隊
へ 

（
４
名
）

　•
１
等
陸
曹

　佐
渡

　明
秀

　
　
　３
０
４
基
地
通
信
中
隊
大
分
派
遣
隊 

（
大
分
）

　•
１
等
陸
曹

　村
居

　美
穂

　
　
　３
０
４
基
地
通
信
中
隊
大
分
派
遣
隊 

（
大
分
）

　•
２
等
陸
曹

　幸

　伸
太
郎

　
　
　３
０
４
基
地
通
信
中
隊
大
分
派
遣
隊 

（
大
分
）

　•
３
等
陸
曹

　花
木

　総
元

　
　
　３
０
４
基
地
通
信
中
隊
対
馬
派
遣
隊 

（
対
馬
）

離着任
 部隊長紹介

１等陸尉　目代武靖１等陸尉　目代武靖

１等陸尉　椎屋 誠１等陸尉　椎屋 誠

３
月
定
期
異
動
者
紹
介

３
月
定
期
異
動
者
紹
介

一斉射撃一斉射撃優勝旗授与優勝旗授与

87式対戦車誘導弾87式対戦車誘導弾

小銃小隊戦闘射撃小銃小隊戦闘射撃

120mm重迫撃砲120mm重迫撃砲

選手激励演奏選手激励演奏

監察業務支援監察業務支援

選手荷物輸送選手荷物輸送

敵情監視敵情監視

交戦交戦

分隊前進分隊前進



（3）  第182号 令和５年４月

多数の企業様の広告掲載に心から感謝しております。ご協力ありがとうございました。

別
府
駐
屯
地 T

w
itte

r

　

 

更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

物
品
管
理
・
補
給
整
備
検
査
受
検

訓

練

始

め

陸
上
幕
僚
長
の
身
辺
警
護

令
和
４
年
度 

防
衛
大
臣
予
備
自
功
労
感
謝
状
伝
達
式

令
和
４
年
度  

識
能
向
上
訓
練

第
２
回
大
隊
回
収
訓
練

　業
務
隊
は
、
令
和
５
年
２
月
２８
日（
火
）か
ら
３
月
２
日（
木
）に
か
け
て
令
和
４
年
度
物
品
管
理
検

査
及
び
補
給
整
備
検
査
を
受
検
し
ま
し
た
。

　物
品
管
理
検
査
と
は
、
物
品
管
理
に
係
る
物
品
と
そ
の
帳
簿
に
間
違
い
が
な
い
か
、
保
管
要
領
、

受
払
出
要
領
等
に
不
備
は
な
い
か
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
る
も
の
で
、
補
給
整
備
検
査
と
は
、
補
給

等
に
関
す
る
業
務
の
有
効
性
及
び
能
率
性
（
物
品
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
、そ
の
整
備
要
領
は
適
切
か
）

に
つ
い
て
検
査
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　業
務
隊
は
、
駐
屯
地
内
外
の
様
々
な
物
品
を
管
理
・
保
有
し
て
お
り
、
検
査
対
象
物
品
等
は
業
務

隊
だ
け
で
な
く
、
駐
屯
各
部
（
中
）
隊

及
び
大
分
分
屯
地
各
部
隊
に
ま
で
広
範

多
岐
に
お
よ
び
ま
す
。
今
回
、
準
備
か

ら
検
査
受
検
ま
で
各
部
隊
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
整
斉
円
滑
に
受
検
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
の
検
査
結
果
を
踏
ま
え
更
に

サ
ー
ビ
ス
向
上
す
る
よ
う
、
引
き
続
き

各
部
隊
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
補
給
支

援
業
務
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　会
計
隊
は
、１
月
１１
日（
水
）に
訓
練
始
め
で
火
男
火
売
（
ほ

の
お
ほ
の
め
）
神
社
ま
で
、
持
続
走
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

天
候
も
良
く
絶
好
の
訓
練
日
和
で
爽
快
に
走
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　今
年
一
年
、
全
隊
員
及
び
隊
員
家
族
の
健
康
と
飛
躍
、
そ

し
て
、
事
故
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
願
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
は
、
西
部
方
面
会
計
隊
持
続
走
競
技
会
で
準

優
勝
の
成
績
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
、
優
勝
出
来
る
よ

う
に
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　帰
隊
時
も
隊
員
一
丸
と
な
り
走
っ
て
駐
屯
地
営
門
を
く

ぐ
っ
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
は
３
月
２
日（
木
）か
ら
５
日
の
間
に

お
い
て
、
第
２
整
備
大
隊
が
実
施
し
た
第
２
回
大
隊
回
収
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

　今
訓
練
は
、
回
収
訓
練
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
あ
り
、
訓
練
内
容
は
、
３
名
１
組

で
走
行
不
能
と
な
っ
た
車
両
を
重

レ
ッ
カ
の
リ
ヤ
ウ
イ
ン
チ
及
び
ブ
ー

ム
を
使
用
し
て
、
回
収
を
行
う
と
い

う
内
容
で
し
た
。
回
収
は
、
知
識
・

技
能
だ
け
で
な
く
、
隊
員
同
士
の
連
携
が
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
今

訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は
、
知
識
・
技
能
及
び
指
揮
能
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
は
引
き
続
き
任
務
達
成
の
た
め
に
更

な
る
練
度
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
令
和
５
年
２
月
６
日（
月
）「
西
日
本
道
路
サ
ー
ビ
ス

九
州
株
式
会
社
大
分
支
店
」
に
対
し
令
和
４
年
度
防
衛
大
臣
予
備
自
功
労
感
謝
状
伝

達
式
を
支
援
し
ま
し
た
。

　同
社
会
議
室
に
お
い
て
防
衛
大
臣
代
行
と
し
て
大
分
地
本
長
「
内
野
１
佐
」
よ
り

同
社
支
店
長
「
冨
満
郁
夫
」
氏
に
日
頃
の
Ｏ
Ｂ
採
用
実
績
及
び
予
備
自
衛
官
へ
の
深

い
ご
理
解
、
防
衛
基
盤
の
育
成
へ
の
多
大
な
功
績
に
対

す
る
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
以
前
に
も
増
し

て
募
集
難
に
直
面
し
て
い
る
現
在
、
予
備
戦
力
た
る
予

備
自
衛
官
の
確
保
は
益
々
そ
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま

す
。
近
年
国
内
の
大
規
模
災
害
の
際
我
々
現
職
の
後
方

に
お
い
て
の
支
援
活
動
は
表
立
っ
て
記
事
に
な
る
こ
と
は
余
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
縁

の
下
の
力
持
ち
と
し
て
確
実
に
我
々
を
支
援
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　今
後
退
職
を
迎
え
る
方
々
に
お
い
て
も
国
防
は
我
々
一
人
一
人
が
担
っ
て
い
る
こ

と
を
深
く
認
識
し
是
非
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
退
職
後
も
国
防
の
一
端
を
担
っ
て
頂

け
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　警
務
隊
は
、
令
和
５
年
２
月
７
日（
火
）か
ら
８
日（
水
）日
出
生
台
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
令
和
４
年
度
北
海

道
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
訓
練
視
察
に
伴
う
陸
上
幕
僚
長
の
身
辺
警
護
を
実
施
し
た
。
前
日
の
空
港
か
ら
宿

泊
施
設
、
翌
日
は
宿
泊
施
設
か
ら
視
察
場
所
、
演
習
場

か
ら
空
港
ま
で
身
辺
警
護
、
車
列
警
護
及
び
先
着
警
護

要
員
を
配
置
し
て
対
象
者
の
円
滑
な
視
察
に
寄
与
し

た
。　ま

た
、
令
和
５
年
２
月
２
日（
木
）か
ら
１６
日（
木
）の

間
、
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
違
反
等
の
相
次
ぐ
発
生
に

鑑
み
臨
時
防
犯
活
動
を
実
施
し
た
。重
視
事
項
と
し
て
、

犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
違
反
の
防
止
と
闇
バ
イ
ト
の
防

止
を
掲
げ
、
各
部
隊
等
に
対
し
て
防
犯
資
料
の
配
布
、

防
犯
助
言
を
行
い
防
犯
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。
今
後

も
部
隊
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊
は
、
令
和
４
年
度
識
能
向
上
訓
練
を
２
月
６
日（
月
）か
ら
２
月
９
日（
木
）ま
で
の

間
、
湯
布
院
駐
屯
地
で
実
施
し
た
。

　こ
の
間
、
別
府
、
湯
布
院
、
玖
珠
及
び
大
分
通
信
所
の
全
隊
員
が
湯
布
院
通
信
所
に
お
い
て
中
隊
（
福
岡
）
の
、

有
線
、
搬
送
、
シ
ス
テ
ム
の
教
官
要
員
か
ら
、
基

本
基
礎
及
び
最
新
の
シ
ス
ム
通
信
技
術
を
学
び
、

各
人
の
識
能
向
上
に
努
め
た
。
日
々
多
様
化
す
る

シ
ス
テ
ム
通
信
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進

に
対
応
で
き
る
隊
員
の
育
成
に
取
組
み
、
各
人
の

識
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　今
後
も
、
隊
の
団
結
を
強
化
し
、
学
ん
だ
こ
と

を
隊
務
運
営
に
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
に
邁
進

し
て
い
き
ま
す
。

【
１
月
２
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

 

陸
曹
長 

向
井
　
　
治

【
１
月
１２
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
重
迫
撃
砲
中
隊

 

陸
曹
長 

山
本
　
則
三

【
１
月
１７
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
第
１
中
隊

 

准
陸
尉 

大
力
　
教
生

【
１
月
２５
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

 

准
陸
尉 

森
本
　
　
宏

【
１
月
２８
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

 

准
陸
尉 

渡
部
　
裕
二

【
２
月
１６
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
第
２
中
隊

 

陸
曹
長 

柳
原
　
和
雄

【
３
月
２
日
付
】
別
府
駐
屯
地
業
務
隊

 

３
等
陸
尉 

金
森
　
文
雄

【
３
月
８
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
第
１
中
隊

 

陸
曹
長 

本
村
　
拓
二

【
３
月
２０
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
第
２
中
隊

 

陸
曹
長 

辻
中
　
克
郎

【
３
月
３１
日
付
】
第
４１
普
通
科
連
隊
　
重
迫
撃
砲
中
隊

 

陸
曹
長 

足
達
　
実
生

定
年
退
官
者
紹
介

定
年
退
官
者
紹
介

倉庫点検倉庫点検

表彰表彰

記念撮影記念撮影防犯助言の状況防犯助言の状況

要人警護の状況要人警護の状況

新機材の説明新機材の説明

訓練の全般説明訓練の全般説明

リヤウインチによる回収風景リヤウインチによる回収風景

リヤウインチ操作要領の教育風景リヤウインチ操作要領の教育風景

記念撮影記念撮影

所見受け所見受け

永
年
に
わ
た
る
勤
務
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た


